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乳幼児を持つフルタイム勤務女性の葛藤と 
その解決ならびに心理的well-being

江上　園子 

【要旨】

　共働き家庭が片働き家庭を超えた我が国であるが，大きな課題として指摘されている
ものがwork-family conflictである。本研究では，コンフリクトがとくに高いといわれてい
るフルタイム勤務で乳幼児を養育中の女性を対象に，仕事と家庭との間で生じる実際の
「葛藤」と個人なりの「解決」について，質問紙調査の自由記述部分から回答の類型化を
試み，それと発達的な適応の資料である心理的well-being得点との関連を検討した。その
結果，「葛藤」がある群とない群との間で差が認められ，「葛藤あり」群では「人格的成
長」の得点が高い一方で「人生における目的」の得点が低いことがわかった。「解決」に
ついては，「他者援助希求」群と「自己解決」群において「解決なし」群よりも「人格的
成長」得点が高いこと，「他者援助希求」群が「あきらめ・我慢」群よりも「積極的な他
者関係」得点が高いことが明らかになった。

キーワード：ワーキング・マザー，ワーク・ファミリー・バランス，心理的well-

being

Ⅰ．問題と目的

　現在の日本社会は従来型の「標準家族」が崩壊し（高橋， 2013），女性たちの生き方が
変化しつつある時代といえる。実際に，我が国で特徴的に見られたM字カーブも解消さ
れつつあるという（厚生労働省， 2016a）。しかし実際には「共働き家庭」と言っても有
子女性の大半はパート職やアルバイト職に就いており，夫の扶養内での働きにとどめて
いようとする意思も見られる（例えば江上， 2008）。そしていまだに第一子出産後に離職
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する女性が半数を占める（国立社会保障・人口問題研究所， 2015）。この原因として，我
が国の現状では，夫婦ともがフルタイム勤務では家庭生活とくに子育て役割の遂行が困
難を極めるという現状が挙げられよう。実際に松田（2001）によると，男性は妻の職業
にかかわらず「男は仕事」を遂行する一方で，職業を持つ女性は「仕事も家庭も」こな
さなければならない「新・性別役割分業」の状況下にいるという。松田（2006）の研究
では家庭での家事育児を夫婦協働で行う事例も増えてきたが，それは妻側の収入が夫よ
り高く，労働時間も長い場合に限るという。我が国におけるこのようなケースは近年で
もまだ稀少であることを考えると，フルタイム勤務で養育責任を持つ女性の抱える葛藤
や困難の実態を明らかにし，その解決・調整方略について共に考えていくことが重要で
あろう。ところがこれまでの先行研究では，フルタイム勤務で乳幼児を養育中の女性を
対象とした研究自体が稀少であるうえに，あったとしてもパートタイム女性や専業主婦
との比較がメインであるもの，研究者が想定した尺度項目の高低で結論づけされたもの，
実態調査や事例検討に類するものが多くを占めている（例えば小坂， 2004; 小坂・柏木， 
2005; 江上， 2007; 中野， 2014）。
　海外でも，Allen & Finkelstein （2014）は，仕事においても家庭においても相当のコミッ
トメントが求められる人物はフルタイム勤務で乳幼児を養育中の女性であると報告して
いる。彼女たちは，根強い育児役割への専従期待とフルタイム勤務者ならではの職場へ
の貢献を求められている上に，時間的切迫感が高く（Lewis & Cooper, 1983），役割負担
感が強い（Duxbury &Higgins, 1991）。
　一方で，育児ストレスはワーキング・マザーではなく専業主婦の母親に多いことも知
られている（例えば村上・飯野・塚原・辻野， 2005）。土肥・広沢・田中（1990）でも，
仕事と家庭という多重役割を持つ女性たちの「生活満足感」は高いという結果が示され
ている。Greenhaus & Powell（2006）たちによると，仕事と家庭という双方の世界を持つ
ことで，両者に良い影響がもたらされるという“work-family enrichment”という現象も指摘
されるのである。
　それでは，子育て期にフルタイム勤務をしている女性たちにおいて，どのような要因
やとりまく状況が彼女たちの適応や発達と関連しているのだろうか。本研究ではこれを
明らかにするために，適応と発達についての指標として西田（2000）で作成された心理
的well-being尺度を用いる。これは，多くの先行研究によって明らかにされている成長と
衰退の両側面を含む複数の心理的指標と言え，人生全般にわたるポジティブな心理的機
能を測定しうるものである。それゆえに，女性たちの適応だけではなく発達の側面も含
められた項目から構成されている。フルタイム勤務で乳幼児を持つ女性において，両立
にかかわる「困難」や「葛藤」は，女性たちの適応や発達を阻害するのだろうか。それ
ともむしろ促進させうる場合もあるのだろうか。それは「困難」や「葛藤」の内容に由
来するのだろうか。そしてそのような「困難」や「葛藤」を「解決」・「調整」しうる方
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略を女性たちは持ち合わせているのだろうか。それは実際にどのような方略スタイルだ
ろうか。どんな方法を用いるかということが，女性たちの適応や発達を左右しうるのだ
ろうか。本研究は，フルタイム勤務で子育て中の女性たちを対象に，女性たちが抱える
「葛藤」とその個人なりの「解決」について質問紙自由記述の回答から実態を把握し類型
化を試みること，彼女たちが有するパターンやスタイルと適応や発達との関連を調べる
ことを目的とした。そして最終的には，本研究で対象としたような女性たちにとって必
要な視点や援助の観点について議論も行いたい。

Ⅱ．方法

1．対象者
　乳幼児を養育中で，フルタイム勤務の女性370名が調査対象者であった。そのうち，サ
ンプル同質性の観点から，配偶者がいる女性を抽出した。平均年齢は34. 5歳（SD：5.0）， 
世帯年収最頻値は600万～800万円未満（21.6%）であった。

2．手続き
　インターネットリサーチ会社に依頼して，インターネット上で無記名式のアンケート
調査を行った。その結果，全体で824名の女性に対して回答を得ることができた。その中
での対象者選定の方法は先述した通りである。

3．調査項目
　年齢や就業形態などを問うフェイスシート項目の他，次の 2つの設問について自由回
答を求めた（「①仕事と家庭との両立で生じる葛藤や困難はありますか」，「②両立によっ
て生じた葛藤や困難について，どのように調整し解決をはかりますか」）。心理的well-

being尺度（西田， 2000）43項目について，「 1 : 全くあてはまらない～ 6 : 非常にあてはま
る」の 6件法を用いて回答を求めた。

Ⅲ．結果

1．自由記述回答のカテゴリ化
　「①仕事と家庭との両立で生じる葛藤や困難」（以下「葛藤」と示す）において得られ
た全回答について，KJ法に準じて類型化を試みた。KJ法を採用した理由は，データをボ
トムアップ的にカテゴリ化する際に使用する方法であり，本研究のように多くのデータ
を整理することに有用（田中， 2011）だからである。その結果，「なし（19.2%）」「子ど
もへの罪悪感（15.4%）」「両立におけるプレッシャー（14.9%）」「時間のなさ（13%）」「夫
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への不公平感（8.4%）」「会社の無理解（7.6%）」「家事遂行にかかわる懸念（6.8%）」「体
力面での疲れ（4.3%）」「社会に対する不満（3.2%）」「キャリアへのあきらめ（2.7%）」
「職場への迷惑（2.4%）」「子ども疾病時のやりくり（2.2%）」に分類できた。
　「②葛藤や困難に対する調整ならびに解決」（以下「解決」と示す）において得られた
全回答について，KJ法に準じて類型化を試みた。その結果，「夫への働きかけ（23.2%）」
「あきらめ・我慢（12.2%）」「なし（11.1%）」「親族によるヘルプ（9.7%）」「気分転換
（9.5%）」「自分なりの工夫（8.4%）」「職場への働きかけ（7.3%）」「周囲への相談（6.5%）」
「手抜き（5.4%）」「思考の転換 （3.5%）」「転職・時短勤務への変更 （2.4%）」「サービスの
利用（0.8%）」に分類できた。
　なお， 2つの設問ともに個人で複数回答が見られた場合は最初に回答していたものを
排他的に優先した。また，本来，KJ法は評定者間一致率を算出する必然性はない（田中， 
2011）が，筆者による恣意的なカテゴリ化を避けるため，すべての回答のうちランダム
に選択した20%の回答について心理学専攻の大学院生による回答と評定者間一致率を算
出した。その結果，①は82%で②は77%であった。②は一致率が80%を超えなかったが，
カテゴリが12種類と多くの分類であることやそもそも一致率は副次的に求めたものであ
るため，今回の分類結果を採用した。一致しなかった回答については，筆者と評定者と
で話し合いを試みて最終的に一致させたうえで分類を決定した。それぞれの設問で得ら
れた回答例は表 1及び表 2に示した。
　次に年齢ならびに世帯年収と「葛藤」「解決」とのカテゴリで連関があるかどうか検討
したところ，有意な連関は認められなかった。したがって分析の際にはこれらの変数を
除外して行うこととした。
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表１．自由記述①における回答のパターンと回答例および回答率（％）
「葛藤」のパターン 回答例 回答率（%）

なし いまのところない 19.2
子どもへの罪悪感 小さい子どもを保育園に預けて仕事をすることに罪

悪感を感じている 15.4
両立におけるプレッシャー 今は問題なく両立ができているが，どちらかにバラ

ンスが偏った時に対応できるかわからず不安 8.4
時間のなさ 時間に常に追われてしまう 13.0
夫への不公平感 夫との家事，育児の分担がどうしても自分の方が負

荷が重く，ストレスを感じている 14.9
会社の無理解 何か子供にあった時，すぐに迎えに行けない職場環

境なので，ストレスに感じている 7.6
家事遂行にかかわる懸念 子育ても仕事も頑張っているが，家事の時間が取れ

ない 6.8
体力面での疲れ 体力がもたず，精神面でも支障をきたすことがある 4.3
社会に対する不満 周りの関係する人達が男女平等に対する意識を正し

く持つ社会になる必要がある 3.2
キャリアへのあきらめ 保育園など時間の都合で本当にやりたい仕事につく

ことが出来ない 2.7

職場への迷惑 保育施設への送迎などで残業もできず，他者に迷惑
をかけているのが精神的にしんどい 2.4

子ども疾病時のやりくり 子供が急に病気になった際の対応が困難 2.2

表２．自由記述②における回答のパターンと回答例および回答率（％）
「解決」のパターン 回答例 回答率（%）

夫への働きかけ 夫に相談し協力を仰ぐ 23.2
あきらめ・我慢 自分に仕方ないと思わせている 12.2
なし ないから困っている 11.1
親族によるヘルプ 時には両親の手を借りながらなんとかやりくりして

いる 9.7
気分転換 友達と出かけておしゃべり 9.5
自分なりの工夫 とりあえずできることから片づけていく 8.4
職場への働きかけ 仕事の調整はひたすら頭を下げてお願いする 7.3
周囲への相談 周囲と相談する 6.5
手抜き ご飯が手抜きになる 5.4
思考の転換 いまは子どものことを優先し，仕事のことは割り

切って考えるようにしている 3.5
転職・時短勤務への変更 転職を検討 2.4
サービスの利用 外注する 0.8
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2．心理的well-being尺度得点の比較
　心理的well-being尺度（西田， 2000）43項目は先行研究によれば「人格的成長」「人生に
おける目的」「自律性」「自己受容」「環境制御力」「積極的な他者関係」の 6つの下位因
子から構成されている。サンプルの性質や標本変動の可能性も考慮したうえで，本研究
は南風原（2005）に則り，先行研究の因子構造に倣って各下位因子で合計得点を算出し
た。そしてその得点を従属変数として対応のない t検定ならびに分散分析を行うことと
した。なお，それぞれの因子に含まれる項目は表 3の通りである。

表３．心理的well-being尺度の各因子における項目
因子名 項目例
人格的成長 これからも，私はいろいろな面で成長し続けたいと思う

新しいことに挑戦して，新たな自分を発見するのは楽しい
私には，もう新しい経験や知識は必要ないと思う＊
これ以上，自分自身を高めることはできないと思う＊
自分らしさや個性を伸ばすために，新たなことに挑戦することは重要だと思う
私は，新しい経験を積み重ねるのが，楽しみである
私の能力は，もう限界だと思う＊
私の人生は，学んだり，変化したり，成長したりする連続した過程である

人生における目的 私は現在，目的なしにさまよっているような気がする＊
私の人生にはほとんど目的がなく，進むべき道を見出せない＊
本当に自分のやりたいことが何なのか，見出せない＊
自分がどんな人生を送りたいのか，はっきりしている
私はいつも生きる目標を持ち続けている
私は，自分が生きていることの意味を見出せない＊
私の人生は退屈で，興味がわかない＊
私は，自分の将来に夢を持っている

自律性 私は何かを決めるとき，世間からどうみられているかとても気になる＊
重要なことを決めるとき，他の人の判断に頼る＊
自分の生き方を考えるとき，人の意見に左右されやすい＊
自分の考え方は，そのときの状況や他の人の意見によって，左右されがちである＊
何かを判断するとき，社会的な評価よりも自分の価値観を優先する
私は，自分の行動は自分で決める
自分の行動を決定するとき，社会的に認められるかどうかをまず考える＊
習慣にとらわれず，自分自身の考えに基づいて行動している

自己受容 私は自分の生き方や性格をそのまま受け入れることができる
私は，自分自身が好きである
私は，自分の性格についてよく悩むことがある＊
良い面も悪い面も含め，自分自身のありのままの姿を受け入れることができる
私は，今とは異なる自分になりたいとよく思う＊
私は，これまでの人生において成し遂げてきたことに，満足している
私は，自分に対して肯定的である

環境制御力 私は，うまく周囲の環境に適応して，自分を生かすことができる
状況をよりよくするために，周りに柔軟に対応することができる
自分の身に降りかかってきた悪いことを，自分の力でうまく切り抜けることができる
自分の周りで起こった問題に，柔軟に対応することができる
私の今の立場は，様々な状況に折り合いをつけながら，自分で作り上げたものである
私は，周囲の状況にうまく折り合いをつけながら，自分らしく生きていると思う

積極的な他者関係 私は，あたたかく信頼できる友人関係を築いている
他者との親密な関係を維持するのは，面倒くさいことだと思う＊
私はこれまでに，あまり信頼できる人間関係を築いてこなかった＊
私は他者といると，愛情や親密さを感じる
私は他者に強く共感できる
自分の時間を他者と共有するのはうれしいことだと思う

� 注）＊は逆転項目である
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　「葛藤」に関する自由記述①の回答で分類した12群を独立変数，心理的well-beingの下
位因子得点それぞれを従属変数とした分散分析を行った。その結果，すべての因子得点
において群による有意差は見られなかった。極端に人数が少ない群もあったことから「葛
藤」について挙げた女性たちを「葛藤あり」群（80.8%），葛藤はないと回答した母親を「葛
藤なし」群（19.2%）とし，心理的well-being得点の高低を調べた。その結果，「葛藤あ
り」群では「人格的成長」の得点が高い（t（368）= 2 .03, p < .05）一方で「人生における
目的」の得点が低い（t（368）= 2 .36, p < .05）ことがわかった。結果を図 1・図 2に示す。

図１．「葛藤」の有無における「人格的成長」得点（範囲：8-48）の結果

図２．「葛藤」の有無における「人生における目的」得点（範囲：8-48）の結果
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　「解決」に関する自由記述②の回答で分類した12群についても，極端に少ない人数の群
があることから，「解決」のスタイルについてその内容から次のようにまとめて分類し直
すこととした。「周囲への相談」「夫への働きかけ」「職場への働きかけ」「親族によるヘ
ルプ」「サービスの利用」について挙げた女性たちを「他者援助希求」群（47.5%）とし，
「手抜き」「気分転換」と回答した群を「休憩」群（14.9%），「思考の転換」「転職・時短
勤務への変更」「自分なりの工夫」と回答した群を「自己解決」群（14.3%）として，「あ
きらめ・我慢」群（12.2%）と「なし」群（11.1%）との 5群による心理的well-being得点
の高低を調べた。その結果，「人格的成長」（F（4,365）=4.93, p < .01）ならびに「積極的
な他者関係」（F（4,365）=2.77, p < .05）において群による有意差が認められた。多重比較
の結果，「なし」群よりも「自己解決」群及び「他者援助希求」群の方が「人格的成長」
得点が有意に高いことがわかった（順にp < .05, p < .01）。また，「あきらめ・我慢」群よ
りも「他者援助希求」群の方が「積極的な他者関係」得点が有意に高いことがわかった
（p < .05）。これらの結果は図 3・図 4に示した。

図３．「解決」スタイルにおける「人格的成長」得点（範囲：8-48）の結果
**p < .01 , *p < .05 
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図４．「解決」スタイルにおける「積極的な他者関係」得点（範囲：6-36）の結果

Ⅳ．考察

　本研究の目的は，乳幼児を養育中のフルタイム勤務女性たちが抱える「葛藤」とその
個人なりの「解決」について質問紙調査の自由記述部分から類型化を試み，「葛藤」や
「解決」のパターンやスタイルと女性の適応・発達との関連を探るものであった。さら
に，女性たちが家族や職場へ変化を働きかける割合やその意義についても討論する目的
もあった。
　その結果，以下のことが示唆された。まず，「葛藤」については，「なし」と述べる女
性の数も一定数で見られながら，一方で「あり」と回答する女性たちと適応・発達の差
の高低が心理的well-being全体では明確に見いだせなかったことについて述べる。「なし」
と回答した女性たちは「人生における目的」得点は高くとも，「人格的成長」得点が低い
という結果となった。西田（2000）によると，「人生における目的」については現在と過
去の人生に意味を見出しているという感覚であるという。「葛藤」について述べている女
性は，どんな理由があるにせよ，両立に苦慮しながら職業を持っている。しかし，その
自分の人生に対して少なくとも調査時点では自信を持てておらず，意味を見出しにくい
という状況であるということだろう。一方で「人格的成長」については，自分自身が進
歩している感覚や新しい経験に開かれている感覚を意味することから，「葛藤」があると
感じている女性の方が，両立にかかわる「葛藤」の中でも何とか踏みとどまり，成長し
ていく意思を持っているという姿がうかがえる。「葛藤」の内容については，「子どもへ
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の罪悪感」が15. 4 %，続いて「両立におけるプレッシャー」が14. 9 %， 「時間のなさ」が
13%となっている。「子どもへの罪悪感」については，国内・海外を問わず多くの研究で
母親が抱く感情として示唆されている（Hays, 1996, Shelton, 1999; 濱田，2005; 石野， 
2007）。江上（2017）でも示している通り，職場等での男女平等にかかわる意識と，家庭
での子どもに関する「母親の愛情」という意識は別のものである。そのため，女性では
たとえ男性と同じように働いて「活躍」しつつも，それで子育て役割が多少なりとも単
純に割り引かれるわけではない。フルタイムで働く女性自身の間でも，「母親の愛情」と
いういわばアンコンシャス・バイアス（加藤・中坪，2018）が作用しているという証左
であるとも言えよう。「両立におけるプレッシャー」については，お互いにフルタイム共
働きの夫婦でさえ家庭役割を担っているのは女性であるという現実，ならびにそれに伴
う家庭責任への重圧（柏木・加藤，2016）を反映していると考えられる。「時間のなさ」
に関しても，「セカンド・シフト」（Hochschild, 1990）や「タイム・バインド」（Hochschild, 

2012）という現象は明らかであり，実際に土肥・広沢・田中（1990）が指摘している通
り，仕事と家庭との多重役割を持つ女性の役割過負荷は強い。フルタイムで働く母親に
対して，人々の意識や行政など社会全体でソフト・ハード両側面からの，さらには両側
面を連動させた援助や変革が必要となるだろう。
　次に，「解決」については「夫への働きかけ（23.2%）」を含めた「他者援助希求」が
47.5%とかなりの数を占めている。そして順に「休憩」群（14.9%）「自己解決」群（14.3%）
「あきらめ・我慢」が12. 2 %という結果となった。「なし」と回答する女性も 1割ほど見
られた。「解決」する方法がないという女性，あきらめてしまったり我慢してしまったり
する女性が相当数見られるということは問題であろう。実際に「人格的成長」でも「積
極的な他者関係」でもいずれの群も低い得点となっており，これらの状況が続けば心理
的well-beingがさらに低下していくという懸念も払拭できない。これらの女性たちが他者
の援助を求めたり自分なりに解決を試みたりできない背景にはどんな要因があるのだろ
うか。Jaecktel（2012）たちにあるように，サポートの相互性を満たさないという信念か
らなのか，あるいは以前は解決しようと試みたがうまくいかなかったという経験からな
のか，詳細に丁寧に分析していくことが今後の課題である。その他，「他者援助希求」の
中でも「サービスの利用」と回答した女性もかなり少なかった。これは我が国の先行研
究（例えば大野・菅野・柏木，2001）とも一致する結果であるが，なぜ家事育児の「外
注」がこれほどまでに進まないのだろうか。金銭的な要因以外ではやはり家事や育児は
「私的」な領域の問題とされてきた（関井・斧出・松田・山根，1991）という歴史の名残
も挙げられるだろう。なお，「解決」スタイルと心理的well-beingとの関連においては，他
者に働きかけたり援助を求めたりする「他者援助希求」が，フルタイム勤務で乳幼児養
育中の女性における心理的な発達や適応を促進する可能性が見出されたことは興味深
い。関連が想定されやすい「積極的な他者関係」得点以外でも，自分で方策を考え解決
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する「自己解決」型の女性たちより「人格的成長」の得点が高いものとなっている。大
人の発達も，自分の力だけでなされるものではないということである。Rizzo, Schiffrin, 

& Liss（2013）やLiss, Schiffrin, & Rizzo（2012）の研究からも言える通り，母親が一人で
子育てを背負い込もうとすること，育児の要求水準を上げることは逆説的にその母親た
ちの適応や発達を阻害するのである。母親にとってのサポート希求の重要性や必然性を
社会的に訴えていく必要がある。
　最後に本研究の課題について述べる。１点目は，葛藤・困難のタイプと解決・調整ス
タイルの関連について検討することである。本研究はそれぞれ独立のものとして分析し，
それぞれで類型化を試みたうえで心理的well-beingの得点差について検証しているのみ
である。今後は，どんな葛藤・困難のタイプの母親がどのような解決・調整スタイルを
用いることで心理的well-being得点が高くなるのか（あるいは低くなるのか）ということ
もあわせて探っていく必要があるだろう。２点目は，葛藤・困難とその解決・調整につ
いてデータ収集したのちに，心理的well-being得点を測定するという縦断的な研究計画を
想定しておくということである。本研究は，すべての関連が１時点のみの結果となって
いるが，葛藤・困難についての解決・調整を経ることで自信や余裕がうまれ，のちの心
理的well-beingが向上する可能性がある。どのような葛藤・困難でどういった解決・調整
を取れば心理的well-beingのどの部分が向上するのか（あるいはむしろ低下するのか）明
らかにすることで，現在，仕事と家庭との両立で奔走している女性たちに対する実践的
な示唆も得られるだろう。
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